
情報知識学会 31 回（2023 年度）年次大会（研究報告会および総会） 
 

実行委員長  高田良宏（金沢大学） 
実行委員   天野晃（国立情報学研究所） 
実行委員   鳥居拓馬（東京電機大学） 
実行委員   堀井洋（合同会社 AMANE） 
実行委員   堀井美里（合同会社 AMANE） 
実行委員   小川歩美（合同会社 AMANE） 
実行委員   大月希望（東京大学大学院） 
 

1 日目：5 月 20 日（土） 
 セッション 1A（一般セッション） セッション 1B（一般セッション） 

10:00-11:20 

学校図書館における館外貸出と館内利
用の分析 
西田朋子（同志社高校），◯原田隆史
（同志社大学） 

研究データ基盤システム間の連携要件：FAIR の「I」の
機能設計 
◯相沢啓文，谷藤幹子，山地一禎（国立情報学研究所） 

学生が歴史的建造物を AR と VR で示し
た授業 
◯山島一浩（筑波学院大学） 

金沢大学学術データ管理システムの現状とこれから 
◯松平拓也，笠原禎也，高田良宏，濵貴幸，蟹屋敷祐介
（金沢大学） 

学校事務職員の防災に関する意識－ク
ロスロードの実践を通して－ 
◯小川雄太（兵庫県立視覚特別支援学
校 

地域資料としての自治体広報誌のオープン化の進展要因
の分析 
◯長塚隆（鶴見大学） 

私立文系大学のデータサイエンス教育
の円滑な導入に向けた学生の意識の変
化についての分析 
◯保田洋，宇佐美美紀子（流通科学大
学） 
 

民具資料情報収集のためのクラウドソーシングシステム
の構築 
〇川邊咲子，橋本雄太（国立歴史民俗博物館），林正治
（国立情報学研究所），堀井洋，堀井美里（合同会社
AMANE），中村圭佑（士別市立博物館），小川歩美，
佐々木紫帆（合同会社 AMANE），高田良宏（金沢大
学），卓彦伶（北海道大学），山地一禎（国立情報学研
究所），山下俊介（北海道大学） 

11:20-12:50 昼休み中にライブラリーツアー（開始時間は別途連絡） 
12:50-13:45 総会 

14:00-17:00 

企画シンポジウム 
 タイトル：「未来にむけた地域図書館の新たな役割と展望 
       〜多様な担い手たちによる地域歴史文化継承を目指して〜」 
 構成：  
１．趣旨・企画説明：堀井 洋 （合同会社 AMANE） 
２．基調講演：田村俊作 （石川県立図書館 館長） 
３．事例報告： 
  池畑木綿子 （石川県立図書館），堀井美里 （合同会社 AMANE）， 
  澤谷晃子 （大阪市立中央図書館），原嶋亮輔 （root design office） 
４．パネルディスカッション： 
  コメンテーター：福島幸宏（慶應義塾大学） 
  司会：小川歩美（合同会社 AMANE） 
５．まとめ 

 



1 日目：5 月 21 日（日） 
 セッション 2（学生セッション） 

10:00-11:20 

アニメーションキャラクターのポジティブ・ネガティブ性格語の統計分析 
〇谷村皓奎，松吉俊，兼松祥央，三上浩司（東京工科大） 
リテラルの類似度を用いた LOD リンク候補推薦の試み 
〇関口賢，阪口哲男（筑波大学） 
Born-Digital 地域資料（BDRM）の継承に向けた取り組み 
◯大月希望（東京大学），小川歩美（合同会社 AMANE），佐藤琴（山形大学），小幡圭祐（山
形大学），堀井洋（合同会社 AMANE） 

 セッション 3（一般セッション） 

10:25-11:25 

“強靭な”学術資料デジタルアーカイブの実現にむけた考察と試行 
◯堀井洋，小川歩美，堀井美里（合同会社 AMANE），大月希望（東京大学），小幡圭祐，佐藤
琴（山形大学） 
博物館におけるデジタルアーカイブの理念 
〇佐藤琴，小幡圭祐（山形大学），堀井洋，小川歩美（合同会社 AMANE），大月希望（東京大
学） 
「地域アーカイブズ学」構築に向けての論点整理 
◯小幡圭祐，佐藤琴（山形大学附属博物館），堀井洋，小川歩美（合同会社 AMANE），大月希
望（東京大学） 

11:25-12:40 昼休み中に賛助会員の展示発表コアタイム（開始時間は別途連絡） 
12:40-13:30 論文賞授賞式，記念講演，永年会員発表 

 セッション 4（一般セッション） 

13:45-15:05 

メタデータ分析に基づく科研費プロジェクト成果の多様性 
◯西岡千文，大波純一，山地一禎（国立情報研究所） 
オントロジー技術を用いた NII RDC アプリケーションプロファイル開発に向けて 
◯南山泰之，林正治，藤原一毅，大波純一，横山重俊，込山悠介，山地一禎（国立情報学研究
所） 
言語資源デジタルアーカイブにおけるキュレーション：「国立国語研究所デジタルアーカイブ
NINDA」の事例から 
◯宮川創（国立国語研究所） 
映像コンテンツの視聴時系列とジェネレーションギャップの可視化 
◯戀津魁（東京工科大学）， 草野貴博（C&O プロダクション）， 渡邉賢悟（渡辺電気） 

 セッション 5（一般セッション） 

15:20-16:40 

日本の市におけるウェブアクセシビリティ方針策定と年次試験結果の公開 
◯本田正美（関東学院大学） 
論文根拠データの公開状況測定に向けた調査手法の確立 
◯三上絢子（北海道大学），南山泰之（国立情報学研究所） 
アカデミックマーケティングと学術研究の関連に関する定量的調査 ー機能性食品届出情報に関
係する新聞報道やプレスリリースにフォーカスしてー 
◯西澤正己，孫媛（国立情報学研究所） 
国内における機関向けダッシュボード提供指標に対する需要の予備的調査 
◯池谷瑠絵（国立情報学研究所，筑波大学），大波純一，金沢輝一，西岡千文（国立情報学研究
所），高久雅生（筑波大学），山地一禎（国立情報学研究所） 

16:40-17:00 学生奨励賞発表・クロージング 
 


